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（１）次の資料を読んで、縄文時代の人々の生活について考えられることを書きましょう。

昭和２４（１９４９）年、神奈川県横須賀市の平坂貝塚で一
体の男性の人骨が発見されました。この骨をしらべたところ、
人骨の足の部分の骨にレントゲン光線をあてたら、１１本の細
い線が入っていたことがわかりました。この線は、大変厳しい
栄養失調のために骨の成長が一時的に止まり、また回復したと
きにできたものであると言われています。さらに調べると、骨
にある１１本の線の最初は乳児期にでき、１５歳ごろまでには、
少なくとも数本はできていたという結論がでました。

(「図説 日本の歴史」より)

（２）左の写真は土偶と呼ばれているものです。この写真にあ
るような土偶の性別は、男女どちらのものが圧倒的に多いでし
ょうか。また、どうしてそのように考えたのか理由も書
きましょう

性 別

理 由

（３）縄文時代の人々は、土偶を何に使っていたのでしょうか。


